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まとまって建設されておらず、数ヶ所に分散していることである。
　まず、関宿城の搦手門から東南へと延びる洪積台地上に「台町」が形成されている。台町は中













































































































































































　Ⅲ－１　城下の全体像－「三 戸 張 」と「 新 宿 」－

















にも記載される「 木 間 ケ 瀬 」（中世には「木間ケ 洲 」と表記）の村があり、古い街道筋に面する位
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に当たり、「市場之祭文」や「連雀之大事」のような、市の繁栄を祈願する 祭 文 が山伏らによって
さい もん
奉読されていたことは、すでに多くの研究によって明らかにされている。関東において、市神と
しては（牛頭）天王がやや多いように見受けられるが、関宿の近辺の市場においても、 水 海 道 ・
みつ かい どう
 石 下 や 間 々 田 などが愛宕を市神として勧請しており、希有の事例と言う訳ではない。





































































































関宿城博物館の紀要にて新井氏が紹介・報告されている26）。新井氏はまた、 下 津 屋 （現・下津谷）
しも つ や
氏が現在も幸手市の西関宿に居住されていることを報告されている。
　残る大屋（大谷）氏・倉持氏・ 寺 島 氏・ 知 久 氏についても、従来の研究では十分述べられてい
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